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析にて検討した。第3章ー 1では FEV/FVCが正常でありながら FEVjが低値 (predictedFEVj <80%)な群の
特徴を解析するために、 1369名を predictedFEV jにて 2群に分けた (predictedFEV j <80 % :低FEVj群、

























1. TSLP遺伝子における 3つの機能的SNPと呼吸機能の解析の結果、 TSLP遺伝子が呼吸機能の低値との
関連性を示している口
2. Nrf2遺伝子の第 lイントロンの SNP(rs6726395) とFEVjの経年減少量との関連性を示している。
3. 上記は、端息やCOPDの発症リスクとしての可能性を示したものであり、あくまで健常人についてのコ
ホート研究であり、今後さらなる前向きの解析を要する口
平成 24年 1丹12日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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